
N
o.7

3
9

1
9
7
5
年
（

昭
和

5
0
年
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．１

新
潟
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る

　
圧
巻
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

新
潟
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る

　
圧
巻
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

関
川
村
く
ら
し
の
安
心
安
全
推
進
大
会
（
1
0
月
1
6
日
）
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会 　 計 　 名

一 般 会 計

国民健康保険事業特別会計

国保関川診療所特別会計

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

宅 地 等 造 成 特 別 会 計

村 有 温 泉 特 別 会 計

歳　入

57億5,535万円

6億2,646万円

1億1,973万円

10億3,870万円

6,913万円

197万円

859万円

歳　出

54億136万円

6億1,961万円

1億370万円

9億6,343万円

6,903万円

0万円

636万円

差　引

3億5,399万円

685万円

1,603万円

7,527万円

10万円

197万円

223万円

簡易水道事業会計

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

収　入

2億3,038万円

940万円

支　出

2億1,010万円

9,796万円

差　引

2,028万円

▲8,856万円

特
　
別
　
会
　
計

各会計の決算状況

令和３年度決算報告

令和３年度の一般会計と特別会計等の決算が、村議会９月定例会議で認定されました。

一

般

会

計

　
令
和
３
年
度
の
歳
出
総
額
は
前

年
度
よ
り
６
，６
４
７
万
円
多
い
、

54
億
１
３
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
事
業
は
、
健
康
増
進
施
設

︵
コ
ラ
ッ
シ
ェ
︶
建
設
事
業
１
億

６
，０
６
０
万
円
、
下
関
跨
線
橋

橋
梁
補
修
事
業
７
，３
８
３
万
円
、

女
川
地
区
県
営
ほ
場
整
備
事
業
７
，

１
７
５
万
円
、
道
の
駅
周
辺
整
備

事
業
９
，４
０
７
万
円
、
高
校
生

以
下
の
方
に
対
し
て
一
人
当
た
り

10
万
円
を
給
付
し
た
子
育
て
世
帯

へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
６
，

０
５
８
万
円
、
村
民
会
館
ト
イ
レ

改
修
事
業
１
，２
８
２
万
円
な
ど

で
す
。

　
公
債
費
︵
借
金
返
済
︶
は
、
過

去
に
実
施
し
た
村
民
プ
ー
ル
、
関

川
中
学
校
体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
な
ど
の
大
規
模
事
業
の
償
還

に
よ
っ
て
、
前
年
度
よ
り
５
，０

８
５
万
円
増
の
６
億
２
，１
７
８

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
に
お
け
る
自
主
財
源
︵
村

税
な
ど
︶
は
全
体
の
22
・
４
％
と

な
り
、
前
年
度
よ
り
1.7
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
前
年

度
繰
越
金
と
基
金
繰
入
金
の
増
加

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
依
然
と
し

て
地
方
交
付
税
な
ど
依
存
財
源
の

割
合
が
高
い
状
況
で
す
。

　
な
お
、
交
付
税
の
増
額
や
事
業

見
直
し
等
に
よ
っ
て
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
財
政
調
整
基
金
︵
村
の

財
源
不
足
を
賄
う
た
め
の
貯
金
︶

を
取
り
崩
さ
ず
に
決
算
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
財
政
調
整
基
金

の
残
高
は
６
億
６
，９
８
７
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計

　
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

で
は
、
前
年
度
よ
り
被
保
険
者
数

は
微
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
保
険

給
付
費
は
３
，０
６
４
万
円
増
加

し
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
関
川
診
療
所
特

別
会
計
で
は
、
患
者
数
の
増
加
に

よ
っ
て
診
療
収
入
は
４
０
６
万
円

増
加
し
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
で
は
、

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
は
増
加
し

ま
し
た
が
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
費
の

減
少
に
よ
っ
て
、
保
険
給
付
費
は

１
，６
６
９
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　
村
有
温
泉
特
別
会
計
で
は
、
施

設
管
理
費
等
を
温
泉
使
用
料
で
賄

い
き
れ
ず
、
一
般
会
計
か
ら
１
５

０
万
円
の
繰
り
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。

 

下
水
道
事
業
会
計
で
は
、
建
設

費
に
対
し
て
借
り
入
れ
た
こ
れ
ま

で
の
借
金
を
返
済
す
る
た
め
、
一

般
会
計
か
ら
３
億
２
，０
０
０
万

円
の
補
助
金
の
繰
り
入
れ
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
も
施
設
の
老
朽
化

に
伴
う
、
多
額
の
更
新
費
用
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
会
計
で
は
、
水

道
料
金
収
入
の
減
少
と
営
業
費
用

の
増
加
に
よ
る
利
益
の
減
少
に
対

し
て
一
般
会
計
か
ら
５
，０
０
０

万
円
の
補
助
金
の
繰
り
入
れ
を
行

い
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
後
も
多
額
の
企
業
債

償
還
︵
借
金
返
済
︶
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
事
業
の
継
続
に
は
、
今
以

上
の
補
助
が
必
要
な
状
況
で
す
。

村の財政状況についてお知らせします

※資本的収入が資本的支出に対して不足する額8,856万円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額61万円、
過年度損益勘定留保資金63万円、当年度分損益勘定留保資金6,025万円及び減債積立金2,707万円で補てんしました。

下水道事業会計

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

収　入

4億8,201万円

2億1,061万円

支　出

4億5,600万円

3億2,223万円

差　引

2,601万円

▲1億1,162万円

※資本的収入が資本的支出に対して不足する額1億1,162万円は、過年度損益勘定留保資金3,838万円と当年度損益勘定留
保資金7,324万円で補てんしました。
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皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た

村
民
税
な
ど
の
村
税
は
、
固
定
資
産

税
の
減
収
に
よ
っ
て
前
年
度
よ
り
１
，

０
０
９
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
49
・
３
％
を
占
め
る
地
方

交
付
税
は
、
村
税
な
ど
で
賄
い
き
れ

な
い
村
の
財
源
を
補
う
た
め
に
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。
後
年
度

に
全
額
が
交
付
税
で
補
て
ん
さ
れ
る

臨
時
財
政
対
策
債
を
含
め
、
前
年
度

よ
り
４
億
２
，４
９
４
万
円
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

　
繰
入
金
は
、
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
解

体
財
源
と
し
て
６
，７
０
０
万
円
の

取
り
崩
し
等
を
行
い
ま
し
た
が
、
昨

年
に
引
き
続
き
、
財
政
調
整
基
金

︵
財
源
不
足
を
賄
う
た
め
の
貯
金
︶

の
取
り
崩
し
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
村
債
︵
借
金
︶
は
前
年
度
よ
り
３
，

９
９
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
実
施
し
た
事
業
の
借
入
額
は
、
道

の
駅
周
辺
整
備
事
業
９
，２
６
０
万

円
、
道
路
橋
り
ょ
う
補
修
事
業
６
，

４
７
０
万
円
、
女
川
地
区
県
営
ほ
場

整
備
事
業
５
，９
３
０
万
円
、
共
同

住
宅
建
設
補
助
事
業
２
，６
８
０
万

円
、
消
防
積
載
車
更
新
事
業
７
７
０

万
円
な
ど
で
す
。

歳
　
　
入

　
歳
出
で
は
、﹁
豊
か
で
住
み
よ
い

活
気
あ
る
村
づ
く
り
﹂
を
推
進
す
る

た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
主
な
事
業
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。︵
５
ペ
ー
ジ
︶

歳入（一般会計）

57億5,535万円

歳出（一般会計）

54億136万円

村民一人当たりに使われたお金

民　生　費

土　木　費

総　務　費

商工労働費

公　債　費

農林水産業費

208,735円

170,172円

143,928円

142,435円

121,537円

69,862円

衛　生　費

教　育　費

消　防　費

議　会　費

災害復旧費

合　　計

67,533円

66,103円

54,440円

10,941円

92円

1,055,778円

令和３年度決算報告

歳
　
　
出

※グラフ割合は小数点第2位
　を四捨五入しています。

依存財源 77.6％

村債
3億9,450万円

（6.9％）

村民税　　　 1億9,961万円
固定資産税　 3億9,209万円
たばこ税　　　　3,482万円
軽自動車税　　　2,188万円
入湯税　　　　　1,264万円

その他（繰入金、繰越金など）
3億5,014万円（6.1％）

諸収入
1億8,462万円（3.2％）

分担金、負担金、
使用料及び手数料
9,441万円（1.6％）

譲与税・交付金等
2億4,506万円

（4.3％）
自主財源 22.4％

国・県支出金
9億8,582万円
（17.1％）

国・県支出金
9億8,582万円
（17.1％）

村税
6億6,104万円
（11.5％）

地方交付税
28億3,976万円

（49.3％）

農林水産業費
3億5,741万円

（6.6％）

消防費
2億7,851万円

（5.1％）

議会費
5,598万円
（1.0％）

民生費
10億6,789万円

（19.8％）

土木費
8億7,060万円
（16.1％）公債費

6億2,178万円
（11.5％）

総務費
7億3,634万円
（13.6％）

災害復旧費
47万円

（0.1％）

教育費
3億3,818万円

（6.3％）

商工労働費
7億2,870万円
（13.5％）

衛生費
3億4,550万円

（6.4％）
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借
金
︵
村
債
︶
の
残
高
は
、
一
般

会
計
48
億
８
，７
４
３
万
円
、
特
別

会
計
及
び
公
営
企
業
会
計
は
38
億
９
，

６
４
３
万
円
、
合
わ
せ
て
87
億
８
，

３
８
６
万
円
あ
り
ま
す
。
新
た
な
借

り
入
れ
よ
り
も
返
済
が
多
い
た
め
、

残
高
は
５
億
５
，１
９
７
万
円
減
少

し
ま
し
た
。

　
当
村
で
は
、
将
来
の
財
政
負
担
を

考
慮
し
、
交
付
税
算
入
率
の
高
い
過

疎
債
︵
算
入
率
70
％
︶
や
辺
地
債
︵
算

入
率
80
％
︶
な
ど
を
活
用
し
た
借
り

入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
積
立
金
の
残
高
は
前
年
度
か
ら
２
億

９
０
１
万
円
増
加
し
、
20
億
４
，１
６

５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
安
定
し
た
財
政
運
営
を
継
続
す
る
た

め
、
む
ら
づ
く
り
総
合
対
策
基
金
に
１

億
円
、
社
会
福
祉
総
合
対
策
基
金
に
８
，

０
０
０
万
円
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
に

３
，２
６
７
万
円
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
積

立
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
解
体
の
財

源
と
し
て
ス
キ
ー
場
対
策
基
金
か
ら
６
，

７
０
０
万
円
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
か

ら
１
，８
８
０
万
円
︵
ふ
る
さ
と
納
税

発
送
業
務
委
託
、
中
学
校
で
使
用
す
る

楽
器
購
入
、
共
同
調
理
場
の
給
食
備
品

な
ど
︶
の
取
崩
し
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま

し
た
。

村民一人あたり
1,716,939円

※元利償還金の約６０％の額は、
　地方交付税に上乗せされます。

※村民１人あたりの金額は、令和4年3月31日現在の住民基本台帳人口5,116人で算出したものです。

　県や市町村の財政破たんを防ぐため、決算に基づいて「健全化判断比率」と公営企業（簡易水道事業

及び下水道事業）の「資金不足比率」を算定しています。

　この比率は、財政の健全度を調べるもので、いずれの比率も国の基準を下回る結果となりました。

用語の解説と村の状況
●実質赤字比率
　　一般会計は黒字決算されており、該当ありません。

●連結実質赤字比率
　　特別会計なども黒字決算されており、該当ありません。

●実質公債費比率
　　一般会計の借金返済のほか、公営企業や一部事務組合の借入金償還負担金など、1年間で債務をどの

程度負担したのか判断する比率です。令和3年度は、元利償還金の増加により、前年度（10.5％）より
0.4ポイント増加しました。

●将来負担比率
　　村の将来負担がどのくらいあるのかを示す比率です。将来負担となるものは、村の借金や一部事務組

合、旧岩船広域事務組合の借金のうち村が負担すべきもの、職員の退職手当などです。令和3年度は、
普通交付税の増額や基金積立による充当可能基金の増加によって、前年度（33.5％）より10ポイント減
少（改善）しました。

●資金不足比率
　　簡易水道事業や下水道事業などの公営企業の経営状態悪化の度合いを示す比率です。すべての会計に

おいて資金不足はありませんでした。

実 質 赤 字 比 率

連 結 実 質 赤 字 比 率

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率

－
－

10.9

23.5

15.0

20.0

25.0

350.0

20.0

30.0

35.0

健全化判断比率 村の結果
早期健全化

基準

下 水 道 事 業

簡 易 水 道 事 業

村 有 温 泉

宅 地 等 造 成

−

−

−

−

20.0

資金不足比率
（公営部門）

村の結果
経営健全化

基準
財政再生

基準

※赤字額がないため「−」と記載

健全化判断比率・資金不足比率を公表します

借
金
の
状
況

積
立
金
の
状
況

借金（村債）
　　　87億8,386万円

積立金（基金）
　　20億4,165万円

村民一人あたり
　399,072円

（％） （％）
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主な事業の決算額をお知らせします（一般会計）

議会費

　議員報酬費 3,576万円

総務費

　区長関係費 1,290万円

　広報無線費 1,016万円

　むらづくり総合推進事業補助金 1,502万円

　通学用定期券購入補助金 276万円

　越後下関駅業務委託料 574万円

　路線バス運行補助金 2,526万円

　地域公共交通活性化協議会補助金(デマンドタクシー) 640万円

　空き家リフォーム補助金 391万円

　暮らし応援商品券発行事業費 1,639万円

民生費

　社会福祉協議会補助金 1,797万円

　ひとり親家庭医療費助成事業費 181万円

　児童手当給付費 5,507万円

　心身障害者福祉費 1億8,670万円

　保育園管理費 1億8,275万円

　子育て世帯への臨時特別給付金事業費 6,058万円

　子育て世帯生活支援特別給付金事業費 278万円

　住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業費 4,807万円

　国民健康保険会計繰出金 3,790万円

　介護保険会計繰出金 1億6,923万円

　後期高齢者医療会計繰出金等 1億827万円

衛生費

　新型コロナウイルスワクチン接種事業費 6,554万円

　子ども医療費助成事業費 1,050万円

　生活習慣病予防健診委託料 647万円

　予防接種委託料 1,075万円

　ごみ収集委託料 4,091万円

　村上市斎場運営委託料 175万円

　村上市ごみ処理場運営委託料 4,449万円

　村上市し尿処理場運営委託料 2,175万円

　簡易水道事業会計補助金 5,000万円

農林水産業費

　農業委員会費 748万円

　水田活用推進補助金 1,090万円

　有害鳥獣駆除対策費 512万円

　中山間地域等直接支払交付金 2,384万円

　国土調査事業費 1,440万円

　多面的機能支払交付金 7,007万円

　県営土地改良事業負担金 7,175万円

　森林作業道整備事業補助金 920万円

　荒川漁業協同組合補助金 184万円

商工労働費

　商工会補助金 514万円

　新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金 3,313万円

　飲食店応援事業補助金 895万円

　宿泊促進事業補助金 2,536万円

　理美容等事業者支援補助金 120万円

　旅館、飲食店等事業者支援補助金 545万円

　観光施設管理委託料 6,714万円

　ゆ〜む管理委託料 6,319万円

　スキー場リフト等解体工事費 7,095万円

　健康増進施設(コラッシェ)建設事業費 1億6,060万円

　道の駅周辺整備事業費 9,407万円

土木費

　道路除雪対策費 2億632万円

　下関跨線橋補修業務委託料 7,383万円

　道路橋りょう維持工事費 7,698万円

　消雪施設工事費 3,822万円

　住宅改修事業補助金 953万円

　民間賃貸共同住宅建設事業補助金 2,680万円

　下水道事業会計補助金 3億2,000万円

消防費

　消防団運営費 2,859万円

　村上市常備消防運営委託料 2億2,154万円

　消防施設整備費 1,647万円

教育費

　スクールバス運行事業費 1,644万円

　会計年度任用職員報酬等（教員助手等） 2,387万円

　通学バス定期券購入費 881万円

　図書館ネットワーク運営委託料 468万円

　村民会館２階トイレ改修工事費 1,282万円

　歴史とみちの館管理費 977万円

　ふれあいど〜む管理費 840万円

　学校給食費 3,920万円

公債費

　地方債元金償還金 6億1,059万円

　地方債利子償還金 1,119万円

令和３年度決算報告
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（単位：万円）

事　業　名

3,790

10,742

16,923

18,670

181

5,772

1,258

1,050

58,386

社会福祉総務費
　国保会計繰出金

老人福祉総務費
　後期高齢者医療事業

老人福祉総務費
　介護保険会計繰出金

心身障害者福祉費
　医療給付事業

児童措置費
　ひとり親家庭医療費助成事業

児童措置費
　児童手当給付事業

予防費
　感染症予防費

母子衛生費
　医療費助成事業

　　　　合　　　計

1,877

1,635

729

11,227

69

4,848

75

378

20,838 0

1,913

9,107

16,194

7,443

112

924

1,183

672

37,548

382

1,818

3,232

1,486

22

184

236

134

7,494

経　費 特　定　財　源

国県支出金 そ の 他

一 般 財 源

財　　　源　　　内　　　訳

うち地方消費税交付金

※地方消費税交付金（社会保障財源分）は、各事業に要する一般財源の比率に応じて按分して充当しています。

税金のうち使い道が決まっているものがあります。
●入湯税【1,264万円】

　　入湯税は、環境衛生施設、鉱泉源の保護管理施設、消防施設等及び観光施設の整備並びに観光振興に

要する費用に充てることを目的とした地方税です。

　　関川村では、観光施設や消防施設の整備、観光振興事業に充てています。

財政シミュレーションの見直しについて
　　村では、持続可能な財政運営に向けて、毎年財政シミュレーションを行っています。しかしながら、

８月の豪雨災害発生によって、財政の見通しが大幅に変動する見込みです。よって、災害復旧に係る事

業費等が確定しだいシミュレーションを行い、皆さんにお知らせします。

地方消費税交付金（社会保障財源分）は、社会保障施策に要する経費に充てること
とされています。

●地方消費税（社会保障財源分）【7,494万円】

事　業　名

観光施設の整備

観 光 振 興

消防施設の整備

合　　　計

25,469

2,829

1,647

29,945

600

290

374

1,264

2,250

2

3

2,255

13,359

2,535

0

15,894

9,260

2

1,270

10,532

事　業　費
財　　　　　源

入　湯　税 一 般 財 源 国県支出金 そ　の　他

（単位：万円）

令和３年度決算の概要は村のホームページに掲載しています。

　　http://www.vil l .sekikawa.niigata.jp/
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オミクロン株対応２価ワクチンの接種についてオミクロン株対応２価ワクチンの接種について
　村では、11月からオミクロン株対応２価ワクチンの接種を実施します。接種の実施にあた

り、概要をまとめましたのでお知らせします。

オミクロン株対応２価ワクチンについて

オミクロン株の成分が含まれるワクチンであるため、従来型ワクチンを上回る重症化予防効果

が期待されるとともに、感染予防や発症予防の効果が期待されています。

大規模接種について

11/13（日）、11/20（日）、11/27（日）、12/11（日）に村民会館大ホールで実施します。

ワクチン接種は、医療法人メディカルビットバレー・エールホームクリニック（長岡市）が行

います。

個別接種について

大規模接種終了後の12月中旬から村内医療機関で開始します。接種スケジュールについては、

　役場コールセンターにお問い合わせください。令和５年１月以降の個別接種については、調整

中のため決まりしだい、広報等でお知らせします。

12～15歳の接種について

予診票の署名欄に保護者氏名の署名が必要です（署名がなければ接種できません）。

接種当日は、保護者の同伴が必要です。

その他

予約方法など詳細については、接種券に同封する文書をご確認ください。

村では11/13（日）の大規模接種からＢＡ.４/５ワクチンを使用し、なくなった時点でＢＡ.１ワク

チンに切り替える予定です。

まだ初回接種（１・２回目）を受けていない方で、接種を希望される方は、電話で予約を受け

付けます（使用ワクチンは従来株ワクチンとなります）。

対 象 者 初回接種（１・２回目）が完了した12歳以上の方

 ※最終接種日から３か月経過後

接種回数 オミクロン株対応２価ワクチンの接種回数は１回です

接種体制 大規模接種及び個別接種（個別接種は枠に限りがあります）

※国からの通知で、年内中に対象者全員が接種できる体制を整える必要があるこ

とから、今回は大規模接種をメインに実施します

使用ワクチン オミクロン株対応２価ワクチン（ファイザー社またはモデルナ社）

 ※12〜17歳の方は、ファイザー社ワクチンのみの接種となります

予約方法 大規模接種は日時が限られるため、一部の方については日時指定とします

 ①　令和４年度末で60歳に到達している（する）方 → 日時指定（予約不要）

 ②　上記①以外の方 → インターネット予約または役場コールセンターへ電話予約

接 種 券 10月下旬から順次発送します

項　目 内　　容

【問い合わせ】 役場コールセンター　　☎７５−５６６７（平日９時30分〜15時）

電話の際は、おかけまちがいのないようお願いします
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　令和４年８月豪雨で被災された皆様に心からお見舞い申し上げます。

　被災された皆様に対して、県内外の多くの方々から新潟県や関川村に義援金が寄せられました。こ

れらの義援金を公平に配分するため、村では災害義援金配分委員会を開催し、第１次配分額が以下の

とおり決定されました。

村に寄せられた義援金額　10,613,212円（令和４年９月30日村義援金配分委員会開催時点）

配分する義援金額 新潟県：8,860,000円　　関川村：10,350,000円

配分対象世帯 関川村内の住家（現実に居住のために使用している建物）で下表の被

害があった世帯

義援金第１次配分額

申請方法

①令和４年10月25日までに「被災者生活再建支援金」を申請された世帯は、この義援金配

分について申請する必要はありません（同一の口座に配分金を振り込みました）。

②上記①以外で対象となる方は、罹災証明書の写しと振込先金融機関口座確認書類（通

帳またはキャッシュカードの写し）を添付し、申請書（役場窓口または村ホームページか

らダウンロード可）を役場健康福祉課に提出してください。

申請受付期限　令和４年11月30日（水）

その他

義援金の受入れは令和５年３月31日までです。受入れ状況に応じて、追加配分を行います。

追加配分額等については、今後の災害義援金配分委員会で決定後、改めてお知らせします。

配分金申請・問い合わせ先

関川村「令和４年８月３日からの大雨による災害」に係る災害義援金配分委員会事務局

（役場 健康福祉課 福祉保険班内）　☎ ６４－１４７２

令和４年８月豪雨義援金の第１次配分について

【新潟県+関川村】

義援金配分総額

（１世帯あたり）

220,000円

165,000円

110,000円

55,000円

25,000円

10,000円

【関川村】

義援金配分額

（１世帯あたり）

100,000円

75,000円

50,000円

25,000円

15,000円

10,000円

【新潟県】

義援金配分額

（１世帯あたり）

120,000円

90,000円

60,000円

30,000円

10,000円

0円

全　壊

大規模半壊

中規模半壊

半　壊

準半壊

準半壊に至らない
（床下浸水）

被害区分
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学校 お知らせからのからの

今月は関川中学校からの紹介

　10月７日、ジャーナリストで災害ボランティ

アとしても全国で活動されている片岡遼平さん

をお迎えし、「ボランティア講演会」を行いまし

た。片岡さんはスライドを用いて、８月豪雨後

の関川村と村上市の被害状況、東日本大震災の

惨状や福島第一原発に関する問題など、ボラン

ティア活動を通して経験したことや調査から考

察したことを生徒に分かりやすく話してくださ

いました。

　どの生徒も真剣に耳を傾け、講演会後に書い

た感想には、「災害時には自分も人のために活

動したい」という記述が多く見られました。生

徒が今、災害について学び、考えておくことが、

今後災害が発生した際の命を守る、村を支える

行動力になることを期待しています。

　10月22日の奏緑祭では、各学年の合唱と、吹

奏楽部の演奏発表を行いました。感染症対策の

ため、生徒は互いに適切な距離を保ちながら、

マスク着用で練習しました。パートごとに磨い

た歌声をよりよい一つの合唱にまとめようと、

生徒は悩み、話し合い、工夫しました。この努

力が、保護者の皆さんの心に熱く伝わったこと

と思います。

　学校行事の参観者数制限を解除し、村民の皆

さんに生徒の姿をご覧いただける日が早く戻る

ことを願います。ご家庭や地域でも、ご理解と

ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

【今感じている思いが、未来に輝く】

関川プライド　〜 何事にも思いを込めて 〜

オムレツクラブ 様

　新発田市内の小学１〜６年生を対象とした新

発田地区公民館の子ども交流体験事業「オムレ

ツクラブ」の皆さんから、関川村の皆さんにあ

てた応援メッセージが届きました。このメッセ

ージは役場１階会計室前に掲示しています。

温かいご支援が届いています温かいご支援が届いています

関川村商工会青年部 様

　関川村商工会青年部の皆さんは、関川中学校

の生徒のニーズを調査し、体操服一式を必要と

している生徒たちへと届けました。

中条ＮＭＢ（ミニバス） 様

　中条ＮＭＢ（ミニバス）の保護者会からは、

関川村スポーツ少年団ミニバスケットボールの

コーチと選手全員にＴシャツを贈っていただき

ました。中条ＮＭＢとは日ごろからチーム同士、

切磋琢磨し仲良く交流している間柄です。
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　平成16年３月、七ヶ谷保育園の閉園に伴い、当時

在籍していた園児14名とその保護者、職員４名が

タイムカプセルを埋めました。令和２年に開封を予

定していましたが、コロナ禍のため延期、このたび

開封となりました。

　開封当日に集まった当時の園児５名とその保護者

２名、職員３名によって掘り出されたタイムカプセ

ルには、当時子どもたちが描いた絵と保護者から子

どもたちに宛てた手紙などが入っていました。参加

者たちは、現在

の近況を話した

り、当時を振り

返り懐かしんだ

りと話に花を咲

かせていました。

再任

人権擁護委員に鈴木精一郎さん

　10月１日付けで、鈴木精一郎さん（下関）が人

権擁護委員に再任されました。人権擁護委員は、法

務大臣が委嘱する無報酬の非常勤特別職です。任期

は３年で、「人権擁護委員法」に基づき、さまざま

な分野の人たちが、地域の中で人権思想を広め、人

権を擁護していくために啓発・相談などの活動を行

います。相談は無料で、秘密は固く守られます。

　村の人権擁護委員は３人で、石山キンさん（下川

口）と橋サイ子さん（大石）も活動しています。

鈴
木
精
一
郎
さ
ん

︵
下
関
︶

18年の時を経て18年の時を経て

タイムカプセルを開封

　10月１日、金俣集落で「砂金採り・稲刈りツア

ー」が開催されました。

　このツアーには、新潟市から６家族18名が参加。

５月に行われた「田植え・山菜取りツアー」で植

えた集落内の棚田の稲刈りを行いました。参加者

は、金俣集落の方々からかまを使っての手刈りや

まるけ方を教わったほか、はさがけやコンバイン

の搭乗も体験しました。

　昼食には、羽釜で炊いた新米コシヒカリなど地

元産の食材を使った料理が振る舞われ、午後から

は集落内を流れる小川で砂金採り体験(河川管理者

の許可が必要)が行われました。５月に行われた田

植えにも参加したというご家族は「今回のツアー

もとても楽しかった。また機会があれば参加した

い」と楽しそうに話してくれました。

「砂金採り・稲刈り体験ツアー」開催
活動紹介　金俣開発部活動紹介　かじかの会

　10月２日、鮖谷集落の畑でサツマイモ掘りが行

われました。この日新潟市などから集まった７家

族は、春に自分たちで植えたサツマイモを収穫す

るのをとても楽しみにしていたとのこと。子ども

たちは一生懸命土を掘り起こし、大きなサツマイ

モを収穫しては歓声を上げていました。

　また、安角ふれあい自然の家（旧安角小学校）

での昼食後には、餅つきを実施。初めて杵を持っ

た子どもも多かったですが、大人の力も借りて餅

はつきあがりました。つきあがったお餅は、あん

こ餅ときなこ餅となり参加者全員に振る舞われま

した。

　今回の活動には、七ヶ谷地区の魅力をまとめた

冊子「ふぁんたすてっく」の作成に携わった新潟

大学の若菜舞香さんも参加。七ヶ谷地区の皆さん

との交流を深めていました。

サツマイモ掘りと里山遊び
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　10月16日、村民会館アリーナを会場に「関川村くらしの安心安全推進大会」が開催されました。これは、

関川村民の交通安全意識の高揚と交通事故の防止を図るとともに、特殊詐欺を見抜く力を身に着けてくら

しの安心安全を推進することを目的に関川村と村上地区交通安全協会関川支部が主催したものです。

　大会では、下関保育園と大島保育園の園児がダンスでオ

ープニングを飾りました。第１部では、子どもたちの登校

時の見守り活動を長年行っている須貝勝さん・範子さん夫

妻（高田）に表彰状が村上警察署長から手渡され、村上警

察署の交通課長、生活安全課長による講話と中野小路たか

まろさんによる特殊詐欺撲滅講座に参加者たちは熱心に耳

を傾けていました。

　その後、第２部として新潟県警察音楽隊の演

奏とカラーガードの皆さんによる演技が始まり

ました。警察音楽隊の皆さんは老若男女が楽し

めるよう様々な曲目を演奏してくださり、後半

にはマーチング形式での演奏を披露。迫力のあ

る演奏に拍手が鳴りやみませんでした。

警察音楽隊が

演奏を披露 関川村くらしの安心安全推進大会関川村くらしの安心安全推進大会

△笑いの中にも詐欺防止のポイントをしっかりと
　盛り込み、講演する中野小路たかまろさん

森の音ピクニック

大石ダム湖畔公園で自然体験

　自然に親しむきっかけにしてほしいと、10月16日、森の音

ピクニックが開催されました。

　この催しは、えちごせきかわ四季の暮らし協議会が主催し

たもので、会場を変えながら開催しているものです。

　今年は大石ダム湖畔公園を会場に開催。当日は天気にも恵

まれ、大勢の親子連れが訪れました。

　当日は、ＺＵＭＢＡキッズの皆さんがオープニングとしてダ

ンスパフォーマンスを披露し、会場を沸かせました。また、

工作などの自然を活かした体験コーナーなどがいくつも設け

られたほか、手作りスイーツや小物の販売なども行われてい

ました。
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学童保育所入所者募集学童保育所入所者募集
村では、放課後等に保護者不在の児童を関川小学校内に併設している学童保育所で受け入れています。

対　　象　　村内に居住し、就労等で日中保護者がいない家庭の小学１〜６年生の児童

利用時間　　▷平日　下校〜18時30分　　　▷土曜　７時30分〜18時30分

▷春・夏・冬休み　７時30分〜18時30分

利用料金　　１回３００円（おやつ代含む）

申込方法　　申込書は各保育園、学童保育所、役場健康福祉

課にあります。

必要事項を記入して、健康福祉課に提出をお願

いします。

受付期間　　11月１日（火）〜 11月30日（水）

申し込み・問い合わせ先　　役場 健康福祉課 福祉保険班　 ６４－１４７２

令和５年度 保育園児募集令和５年度 保育園児募集
来年４月からの入園申し込みを受け付けます。
なお、年度の途中で入園を予定している方は、受付期間中にご相談ください。
※各保育園の定員を超えた場合などは、希望した保育園以外の保育園への入園をお願いすることがありま
すのでご了承ください。
※年度途中の入園を予定している方で、お子さんが０歳児～２歳児の場合は、必ずご相談ください。

定　　員　　▷下関保育園… 120名　　▷大島保育園… 45名

保育時間　　８時〜16時（延長保育は７時30分〜19時）

入園資格　　令和５年４月１日現在、関川村に住所がある児童で下記条件に当てはまること

《条件》①保護者及び児童の面倒を見ている方が、家庭外で働いている

②保護者及び児童の面倒を見ている方が、家事以外の家業に従事している

③母親が出産前後である

④保護者及び児童の面倒を見ている方が、同居または長期入院等をしている

　親族を介護または看護している

⑤その他　※３歳未満児は家庭保育ができない場合に限り受け付けます。

申込方法　　入園申込書は各保育園、すくすく、役場健康福祉課にあります。

必要事項を記入して、各保育園または健康福祉課に提出をお願いします。

受付期間　　11月１日（火）〜 11月30日（水）

入園決定　　令和５年２月中旬

保 育 料　　令和５年３月ころに広報お知らせ版でお知らせします。

令和６年度には、下関・大島の二箇所の保育園を１つに統合し、新しい保育園を開園します。

申し込み・問い合わせ先　　役場 健康福祉課 福祉保険班　 ６４－１４７２
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問い合わせ先　　役場 健康福祉課 福祉保険班　☎６４−１４７２

上手な医療のかかり方

「はしご受診」をしない

　（自分の判断だけで）同じ症状で複数の医療機関を受診することを「はしご受診」といいます。はしご

受診では、医療機関を替える度に初診料や検査料がかかり、医療費の自己負担額が増えてしまいます。ま

た、重複する検査や飲み合わせの悪い薬を服用することには、体への大きな負担となる恐れがあります。

新薬より低価格な“ジェネリック医薬品”を使う

　ジェネリック医薬品は新薬（先発医薬品）と同じ有効成分を使った、品質、効き目、安全性が同等で、

低価格なお薬です。ジェネリック医薬品への変更を希望する場合は、かかりつけの医師や薬剤師にお伝え

ください。

夜間や休日の受診は急病や体調が悪化した場合のみにする

　「昼間の病院は混雑しているから」という理由で夜間や休日に受診するのはやめま

しょう。

　決められた時間以外や休日・深夜に受診すると割増料金が追加されるほか、急病の

方の治療に支障をきたす恐れがあります。

　体調が急変したなどのやむを得ない場合を除き、診療時間内に受診しましょう。

～ 柔道整復師（整骨院・接骨院）の施術と保険証 ～
　柔道整復師による施術は、負傷の原因によって、保険証が使える場合と使えない場合があり

ます。

【保険証が使える場合】

・外傷性のねんざ・打撲（スポーツでのねんざなど）

・医師の同意がある場合の骨折・脱臼の施術

・応急処置で行う骨折、脱臼の施術（応急手当後の施術には医師の同意が必要です）

【保険証が使えない場合】　※全額自己負担となります

・日常生活における単純な疲労や肩こり、体調不良など

・病気（神経痛、リウマチ、五十肩、ヘルニアなど）による、こりや痛み

・脳疾患後遺症などの慢性病

・症状の改善がみられない長期の施術（応急処置を除く）

・スポーツなどによる肉体疲労改善のための施術

・仕事中や通勤途上に起きた負傷（労災保険からの給付になります）

　私たち一人ひとりが考えて医療機関に受診することで、誰もが必要な時に必要な医療を

安心して受けることができます。

　病気を早く治すために、また必要上に医療費をかけないために、上手な医療のかかり方

を紹介します。
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誰
も
が
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で

人
生
を
送
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
い
ろ
い
ろ
な
理
由
で

健
康
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
て
い

き
ま
す
。
病
気
に
は
避
け
ら
れ
な

い
も
の
も
あ
れ
ば
自
分
の
注
意
で

避
け
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

避
け
ら
れ
る
病
気
と
し
て
代
表
的

な
も
の
は
、
生
活
習
慣
病
と
言
わ

れ
る
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
高
脂
血

症
な
ど
で
す
。

　
生
活
習
慣
病
と
は
、
そ
れ
ま
で

の
生
活
習
慣
が
本
人
に
と
っ
て
不

適
切
な
状
態
が
続
く
と
発
症
し
て

き
ま
す
。
現
代
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

す
ば
ら
し
い
薬
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
通
院
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
医
療
費
が
か
か
り
ま
す
。

病
状
が
重
く
な
る
と
さ
ま
ざ
ま
な

合
併
症
が
出
現
し
、
そ
れ
に
伴
い

検
査
や
治
療
で
医
療
費
は
ど
ん
ど

ん
高
く
な
り
ま
す
。

　
今
後
、
収
入
も
年
金
制
度
も
怪

し
く
な
り
そ
う
な
世
の
中
な
の
に
、

そ
こ
に
医
療
費
が
か
さ
め
ば
自
由

に
使
え
る
お
金
が
減
っ
て
生
活
は

苦
し
く
な
り
ま
す
よ
ね
。
そ
こ
で

今
後
の
生
活
を
助
け
る
た
め
に
、

生
活
を
見
直
す
の
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
何
を
見
直
せ
ば
い
い
か
。

食
事
と
運
動
、
嗜
好
品
で
す
。
入

院
し
た
こ
と
の
あ
る
人
は
ご
存
じ

で
し
ょ
う
が
、
入
院
中
に
提
供
さ

れ
る
食
事
は
、
ふ
だ
ん
皆
さ
ん
が

食
べ
て
い
る
食
事
と
は
だ
い
ぶ
違

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
主
食
と
汁

物
以
外
の
お
か
ず
は
だ
い
た
い
主

菜
・
副
菜
の
２
品
で
す
。
多
く
の

方
は
食
べ
過
ぎ
、
一
部
の
方
は
炭

水
化
物
に
偏
り
す
ぎ
で
す
。
バ
ラ

ン
ス
よ
く
適
量
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
３
度
の
食
事
以
外
に
問
題
に
な

る
の
が
、
間
食
・
夜
食
・
嗜
好
品

で
す
。
食
事
に
気
を
つ
け
て
い
る

の
に
な
か
な
か
痩
せ
ら
れ
な
い
人

は
沢
山
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

方
々
の
ほ
と
ん
ど
は
、
間
食
な
ど

を
食
べ
て
１
日
あ
た
り
の
総
カ
ロ

リ
ー
量
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

食
べ
た
分
は
運
動
し
て
カ
ロ
リ
ー

を
消
費
す
る
と
い
う
考
え
方
を
持

っ
た
人
が
い
ま
す
。
し
か
し
カ
ロ

リ
ー
を
運
動
で
消
費
す
る
の
は
大

変
で
す
。
た
い
焼
き
１
個
食
べ
た

ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
40
分
必
要
で
す
。

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
60
ｇ
１
袋
食
べ
た

ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
１
時
間
で
す
。

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
１
カ
ッ
プ
で
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
30
分
で
す
。

　
食
べ
物
を
見
直
し
た
ら
、
次
は

運
動
で
す
。
運
動
と
い
う
と
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
や
体
操
、
ジ
ム
な
ど
で

行
う
筋
ト
レ
を
思
い
浮
か
べ
る
方

が
多
い
で
す
が
、
山
登
り
や
ハ
イ

キ
ン
グ
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
だ
け
で
は
筋
力
は

つ
き
ま
せ
ん
が
、
行
程
に
ア
ッ
プ

ダ
ウ
ン
の
あ
る
運
動
で
あ
れ
ば
筋

ト
レ
効
果
も
加
わ
り
筋
力
の
維
持

・
増
進
が
図
れ
ま
す
。
暑
い
盛
り

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
暑
さ
負
け
し

そ
う
に
な
り
ま
す
が
、
山
登
り
で

あ
れ
ば
直
射
日
光
に
さ
ら
さ
れ
る

時
間
は
少
な
く
、
林
間
を
抜
け
る

爽
や
か
な
風
に
触
れ
ら
れ
気
持
ち

い
い
で
す
よ
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

　
☎
６
２
︱
３
１
１
１

坂
町
病
院

内
科
　

五
十
嵐
　

仁

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

210

間
食
・
夜
食
を
や
め
て
、

　
山
登
り
・
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

氏　　名

山　口　桃　璃

小　山　瑞　喜

余　語　悠　李

佐　 　颯　哉

伊　藤　　　漣

集落

下関

大内渕

深沢

中束

南中

とう　　 り

みず　　 き

ゆう　　り

そう　　や

　　　 れん

※順不同

３歳児  むし歯０本
（ピッカピカ賞）該当者

ちゃん

ちゃん

くん

くん

くん

　令和４年９月12日に行われた３歳児健診で、

むし歯が１本もなかった子どもたちに「ピッ

カピカ賞」が贈られました。

行政相談出前授業行政相談出前授業

　このたび、関川小学校の６年生を対象に、村の行政相談委

員である伊藤敏さん（下川口）と新潟行政評価事務所の方が

講師となり、出前授業が行われました。

　出前授業では、今回の豪雨災害を例に挙げ、災害発生時の

行政（国・県・村）の役割を説明。伊藤委員は村内の道路の

補修の事例を挙げ、授業を行いました。

関川小６年生へ
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十
月
号
で
紹
介
し
た
文
化
三
︵
一

八
〇
六
︶
年
七
月
の
村
上
藩
へ
の

訴
え
は
、
門
前
払
い
に
な
り
ま
し

た
。
九
月
、
平
太
郎
は
幕
府
へ
訴

状
︵
写
真
︶
を
出
し
ま
す
。

　
被
告
を
一
挙
に
十
九
町
村
︵
地

図
︶
に
増
や
し
、﹁
村
上
町
の
大
庄

屋
助
左
衛
門
、
庄
屋
助
右
衛
門
が
、

畑
を
新
田
に
す
る
た
め
、
新
規
に

幅
三
間
も
掘
り
割
り
、
藤
沢
川
を

堰
で
締
め
切
っ
て
、
水
を
全
部
門

前
川
へ
引
落
し
、
被
告
の
村
々
へ

分
水
し
た
﹂
と
。

　
前
回
の
訴
え
で
、
大
栗
田
村
の

仕
業
に
し
た
の
は
、
そ
れ
で
収
め

て
ほ
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。
が
、

村
上
藩
に
は
そ
の
期
待
が
伝
わ
ら

な
か
っ
た
。
そ
れ
で
今
度
は
、
村

上
町
の
二
人
の
仕
業
に
し
て
の
訴

え
で
す
。

　
村
上
藩
は
、
平
太
郎
が
こ
こ
ま

で
大
胆
に
行
動
す
る
と
は
想
定
外

だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
後
で
分
か
る

の
で
す
が
、
相
当
、
う
ろ
た
え
て

い
ま
す
。

　
幕
府
の
裁
定
は
、
ど
う
い
う
わ

け
か
﹁
現
地
で
よ
く
話
し
合
っ
て

示
談
に
せ
よ
﹂
。
幕
府
領
の
水
を

無
法
に
取
ら
れ
た
と
い
う
の
に
黒

白
つ
け
ず
に
、
示
談
と
は
。
ど
う

や
ら
幕
府
は
及
び
腰
の
よ
う
で
す
。

　
な
に
し
ろ
、
村
上
藩
内
藤
家
は
、

始
祖
が
家
康
に
つ
な
が
る
家
で
、

現
藩
主
は
将
軍
側
近
、
超
エ
リ
ー

ト
の
高
級
官
僚
。
ど
う
に
も
忖
度

の
匂
い
が
プ
ン
プ
ン
し
ま
す
。

　
さ
て
、
話
し
合
い
の
前
に
、
被

告
の
村
々
は
四
組
に
分
か
れ
て
反

論
書
を
提
出
し
ま
し
た
。︵
﹁
村
上

市
史
﹂﹁
神
林
村
誌
﹂
︶

①
堀
割
現
地
五
村
︵
七
月
の
被
告
︶

　
田
麦
堀
割
は
昔
か
ら
の
も
の
で
、

そ
の
幅
は
五
尺
余
。
そ
れ
を
三
間

な
ど
と
、
と
ん
で
も
な
い
。
平
太

郎
は
、
米
・
金
で
和
解
し
て
山
分

け
す
る
つ
も
り
だ
。

②
神
納
三
村
︵
山
屋
・
上
助
渕
・
下
助
渕
︶

　
田
麦
堀
割
は
、
堀
丹
後
守
が
御

城
用
水
に
引
い
た
の
を
松
平
大
和

守
が
神
納
三
村
の
用
水
に
引
か
せ

た
も
の
。
二
十
年
前
に
補
修
工
事

を
し
た
が
、
新
規
工
事
だ
な
ん
て

訳
が
分
か
ら
な
い
。

で

田
麦
堀
割
訴
訟
③
幕
府
へ
の
訴
状

〜﹁
歴
史
と
み
ち
の
館
﹂
所
蔵
・
平
田
家
文
書
を
読
む
〜

（
村
歴
史
文
化
財
調
査
委
員
　
渡
辺
伸
栄
）

「
江
戸
時
代
わ
が
村
の
暮
ら
し
」


③
村
上
町

　
近
年
、
茶
の
値
段
が
下
が
り
茶

畑
が
荒
れ
て
き
た
の
で
、
田
に
切

り
替
え
る
よ
う
藩
か
ら
言
わ
れ
た
。

新
田
の
水
は
御
城
の
堀
の
水
を
使

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
自
分
た
ち

の
自
由
に
は
な
ら
な
い
。
門
前
川

の
上
流
に
は
関
わ
っ
て
い
な
い
。

④
残
り
の
門
前
川
流
域
町
村

　
田
麦
堀
割
の
水
は
神
納
三
村
に

許
可
さ
れ
た
も
の
。
自
分
た
ち
が

使
っ
て
い
る
の
は
門
前
川
の
水
で
、

堀
割
に
は
関
係
な
い
。
一
度
も
交

渉
が
な
く
て
い
き
な
り
訴
え
ら
れ

た
。
話
し
合
え
と
言
わ
れ
て
も
、

ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
反
論
に
は
、
真
実
と

ウ
ソ
が
混
在
し
て
い
ま
す
。

　
村
上
藩
が
や
っ
た
と
い
う
証
拠

は
﹁
村
上
町
年
行
事
所
日
記
﹂
と

い
う
史
料
で
見
つ
け
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
村
上
の
町
人
町
の
役
場
の

業
務
日
誌
で
す
。

　
享
和
三
︵
一
八
〇
三
︶
年
六
月

二
十
一
日
に
、
藩
役
人
か
ら
、
新

規
工
事
の
お
達
し
が
あ
っ
た
と
、

は
っ
き
り
書
か
れ
て
い
ま
す
。
工

事
は
田
麦
の
堀
割
拡
張
、
御
城
の

堀
の
強
化
、
町
中
の
用
水
路
開
削
。

そ
の
理
由
は
、
な
ん
と
、
③
の
反

論
に
書
い
て
あ
る
通
り
、
茶
畑
の

新
田
切
り
替
え
。
そ
こ
だ
け
は
、

正
直
に
書
い
て
い
た
の
で
す
。

　
実
は
、
年
行
事
所
日
記
は
、
こ

の
訴
訟
の
年
次
が
そ
っ
く
り
欠
け

て
い
て
、
私
は
、
村
上
藩
の
隠
蔽

だ
と
に
ら
ん
で
い
ま
す
が
、
欠
け

る
直
前
の
享
和
三
〜
文
化
元
年
の

記
録
が
か
ろ
う
じ
て
残
っ
て
い
ま

し
た
。

　
新
規
工
事
は
村
上
藩
が
や
っ
た

こ
と
。
そ
の
一
点
だ
け
、
皆
、
分

か
っ
て
い
て
口
を
閉
ざ
し
て
い
ま

す
。
藩
か
ら
の
厳
命
で
。

　
平
太
郎
は
、
ど
う
す
れ
ば
水
を

取
り
戻
せ
る
か
、
考
え
に
考
え
抜

い
た
の
で
し
ょ
う
。
藩
の
無
法
を

ス
ト
レ
ー
ト
に
訴
え
て
も
、
握
り

つ
ぶ
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

逆
に
、
厳
し
い
身
分
制
度
の
下
、

自
分
も
た
だ
で
は
済
ま
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
百
姓
同
士
の
水
争
い
な
ら
、
ま

と
も
に
取
り
上
げ
て
も
ら
え
る
可

能
性
大
で
す
。

　
訴
え
を
受
け
た
幕
府
も
、
取
り

扱
い
に
困
っ
た
よ
う
で
す
。
表
立

っ
て
村
上
藩
の
肩
を
持
つ
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
領
民
の
正
当
な

訴
え
を
な
お
ざ
り
に
も
で
き
ま
せ

ん
。
苦
肉
の
策
が
﹁
現
地
で
示
談

を
﹂
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
さ
て

こ
の
後
、
ど
う
な
る
か
。
続
き
は

次
回

︿
原
文
と
解
説
は
歴
史
館
に
展
示
﹀

し
わ
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ん
た
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ん
ご
の
か
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
と
の

か
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ね
ん
ぎ
ょ
う
じ
し
ょ

　

き
ょ
う
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
さ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ん
ぺ
い
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５日（土）、 20日（日）
虹色と汽車のメロディーが目印です♪

村民会館図書室

毎週水曜日がお休みです。平日13時〜17時15分まで、土・日・祝９時〜17時まで開館しています。

　木々の葉も色づいてきました。日々寒さが増してきた今日このごろ…。秋の夜長のおともにぴった
りな、お気に入りの一冊を見つけにぜひ図書室へおいでください。

『日本の絶滅危惧知識 －百年先まで保護

していきたい－』

知ってるようで知らない日本のしきたり。

日本古来の風習に焦点を当て、「絶滅危惧

知識」としてゆるっと解説します。家族み

んなで楽しく読んで！

NEW！！

『へびながすぎる』
　　　　　　　ふくながじゅんぺい　作

なが〜いへびをへびと気づかずたのし

くあそぶどうぶつたち。おおなわとび

やターザンごっこやプール遊びまで！

おどろきとユーモアたっぷりの絵本。

これ、よんで！

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、マスクの着用をお願いします。
また、体調の悪い方は参加をお控えください。

村民会館の図書室で開催！無料です！
時間は10時30分からです。

ブルーベリーのみなさんが贈る、

ステキなおはなしの世界。

ご家族みんなでおいでください。

おはなしの会19日は19日は 絵本の読み聞かせ

●
関
川
村
で
の
災
害
派
遣
活
動
。

　
８
回
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
関
川

村
へ
の
災
害
救
援
が
無
事
終
了
し

ま
し
た
。
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
学
生
を

温
か
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
現
地
で
は
被
害
の
大
き
さ
を
実

感
す
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
が
こ

の
現
状
を
変
え
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
高
ま
り
ま
し
た
。
活
動
を
し

て
い
る
中
で
、
私
た
ち
は
皆
さ
ん

に
元
気
を
届
け
よ
う
と
笑
顔
で
取

り
組
み
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
以

上
に
、
力
に
な
る
す
て
き
な
お
言

葉
や
差
し
入
れ
な
ど
で
私
た
ち
の

方
が
元
気
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
、

関
川
村
の
方
々
の
人
と
な
り
を
感

じ
ま
し
た
。

　
関
川
村
は
、
本
当
に
す
て
き
な

場
所
で
、﹁
ま
た
行
き
た
い
﹂
と

思
わ
せ
て
く
れ
ま
す
。
関
川
村
で

皆
さ
ん
と
交
流
で
き
る
日
を
心
か

ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

●
静
岡
県
へ
の
災
害
救
援
活
動

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
台
風
15
号
の
影
響
で
大

雨
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
静
岡
県

へ
災
害
救
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、
床
下

の
泥
出
し
や
家
財
の
運
び
出
し
の

作
業
を
し
ま
す
。

　
関
川
村
で
の
災
害
救
援
活
動
に

参
加
し
た
学
生
も
こ
ち
ら
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
元
気

を
静
岡
県
に
も
届
け
ら
れ
る
よ
う
、

全
力
で
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
！

●
静
岡
県
へ
の
災
害
救
援
活
動

に
参
加
し
た
学
生
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
！

●
名
前
　
吉
成

麻
唯

●
大
学
　
東
京
福
祉
大
学

●
出
身
　
東
京
都

●
趣
味
　
人
と
話
す
こ
と

●
最
近
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

　
学
祭
で
行
う
展
示
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
と
に
か
く

私
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る

こ
と
が
大
好
き
で
す
！
現
地

国際ボランティア学生協会

IVUSA 通信

に
行
っ
た
か
ら
こ
そ
学
べ
る

事
や
地
域
の
方
々
の
温
か
さ

を
皆
に
も
感
じ
て
ほ
し
い
し
、

行
っ
て
み
た
い
、
挑
戦
し
て

み
た
い
っ
て
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
原
動
力
に
な
れ
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
！

●
災
害
救
援
で
感
じ
た
こ
と

　
今
ま
で
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
目
に

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
直

接
現
地
に
行
く
事
は
今
回
が
初
め

て
で
し
た
。
一
言
で
ま
と
め
る
と
、

︻
自
分
に
は
何
が
で
き
る
ん
だ
ろ

う
︼
と
何
度
も
思
わ
せ
ら
れ
た
活

動
で
し
た
。
活
動
に
入
ら
せ
て
い

た
だ
い
た
お
宅
の
お
母
さ
ん
が
、

最
終
日
に
﹁
来
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
。
帰
っ
ち
ゃ
う
と
寂
し
く
な

る
な
﹂
と
涙
な
が
ら
に
話
し
て
く

れ
て
、
知
識
も
技
術
も
何
も
な
い

学
生
で
も
、
少
し
は
役
に
立
て
た

ん
だ
と
思
う
と
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
今
度
は
災
害
救
援
と
い
う
形

で
は
な
く
、
お
祭
り
な
ど
で
ま
た

関
川
に
帰
り
た
い
な
と
思
い
ま
し

た
！

よ
し
な
り
　

ま

い
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日が暮れるのが一段と早くなり、朝晩

の冷え込みを特に感じるようになってき

ました。日照時間と気温の低下が木々を

きれいに色づけてくれると思うと、今年

の紅葉が楽しみです。

あっという間に11月になりました。

新型コロナウイルス感染症だけでなく風

邪やインフルエンザが流行する時期でも

あります。手洗い・うがいなどをして予

防に努めましょう。（み）

編集室から

　スマートフォンの無料アプリ「マチイロ」

で広報紙「広報せきかわ」が閲覧できます

（通信費は利用者負担となります）。

第
24
回
新
潟
県
小
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
学
年
別
大
会

■
期
日
　
９
月
17
日

■
会
場
　
長
岡
市
希
望
が
丘
テ
ニ

ス
場

■
成
績

︱
６
年
生
女
子
︱

▽
ベ
ス
ト
８
　

　
池
田
　
乃
愛︵
６
年
・
下
関
︶

　
近
　
梨
里
菜︵
６
年
・
上
関
︶

※

令
和
５
年
１
月
21
日
、
22
日
に

石
川
県
で
開
催
さ
れ
る
北
信
越

小
学
生
イ
ン
ド
ア
大
会
の
出
場

権
獲
得

■
期
日
　
９
月
25
日

■
会
場
　
燕
市
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

■
成
績

︱
団
体
戦
︱

▽
第
３
位
　

関
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

佐
藤
　
里
帆︵
６
年
・
朴
坂
︶

近
　
梨
里
菜︵
６
年
・
上
関
︶

田
村
　
色
葉
︵
６
年
・
下
土
沢
︶

池
田
　
乃
愛︵
６
年
・
下
関
︶

池
田
　
萌
愛︵
４
年
・
下
関
︶

田
村
　
絢
葉︵
４
年
・
下
土
沢
︶

（　　　　　　　　）

令和４年９月末現在　（　）は前月対比

転入　３人　　転出　13人

出生　１人　　死亡　７人

人 の 動 き

世 帯 数　　1,857世帯（−３）

総 人 口　　5,040 人（−16）

　 男 　　　2,439 人（−５）

　 女 　　　2,601 人（−11）

第
38
回
燕
オ
ー
プ
ン

ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会

第
20
回
ス
ワ
ン
カ
ッ
プ
争
奪

SH
IBA

TA
 VO

LLEY
BA

LL
FEST

IV
A

L
の

あ

め

い

あ
や
は

●９月16日〜10月15日までの届出●

お誕生おめでとうございます
楓　人ちゃん（男）　松　平

　　　　　　　菅　　慎矢・亜紀 さん

かい　　 と

ごめい福をお祈りいたします

鈴木　ノブ　さん　　91歳　　南　中

渡邊　周治　さん　　90歳　　下　関

三須美奈子　さん　　86歳　　下　関

小倉　二　さん　　92歳　　上　関

佐藤　裕一　さん　　91歳　　下　関

鈴木　正昭　さん　　58歳　　下　関

須貝　　薫　さん　　85歳　　高　田

広報に載せてほしくない方は届出の際、窓口に
お申し出ください。

▶
こ
ち
ら
は
有
料
広
告
で
す

■
期
日
　
10
月
８
日
、
９
日

■
会
場
　
新
発
田
市
立
猿
橋
中
学
校
、

　
　
　
　
新
発
田
市
立
新
発
田
東
中

学
校

■
成
績

▽
第
１
位
　
関
川
中
学
校

■
期
日
　
10
月
９
日

■
会
場
　
神
林
総
合
体
育
館

■
成
績

▽
第
３
位
　
関
川
中
学
校

第
32
回

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

カ
ー
ニ
バ
ル
in 

村
上
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広
報
せ
き
か
わ

N
o. 7

3
9
／

1
1
月

号

令
和

４
年

1
1
月

１
日

発
行

発
行
／
関
　
川
　
村

編
集
／
総
　
務
　
課

あなたに
直撃

231

　スポーツ少年団ズンバキッズのインス

トラクター（指導者）として、小学生に

指導している平田詩織さんに話を聞きま

した。

①インストラクターを始めたきっかけは？

　私の子どもがズンバキッズに所属して

いた時、楽しそうに踊っている姿を見て、

私もズンバを教えてみたいと思いインス

トラクターの資格を取得しました。

②指導をするうえで、普段心がけている

ことは？

　「ありのままの自分を思いきり楽しむ」

をテーマに私自身も笑顔で踊りながら、

子どもたちと一緒に楽しむことを心がけ

ています。興味のある子は、ぜひ一緒に

踊りましょう♪

③今、夢中になっていることはあります

か？

　ストレッチやヨガをすることです。寝

る前にゆったりと体を動かすことで、次

の日体が軽く感じます。体が軽くなると、

心も前向きになれます。今後はピラティ

スも勉強したいと思っています。

④これから関川村に望むことは？

　私の元気の源は、子どもたちの笑った

顔です。地域の方とのつながりを大切に

し、子どもたちにもっと関川村を好きに

なってもらえるような環境づくりや、子

育て支援をよろしくお願いします。

　仮面ライダー大好き！ガンダム大好き！電車大好き！オク

ラ大好き！マグロ大好き！お兄ちゃん大好き！お姉ちゃん大

好き！とおいの周りには大好きがいっぱいです。４月には小

学１年生。勉強も大好き！の仲間入りをしてくれるとうれし

いな。生まれてきてくれてありがとう♡

渡邉治樹さん   泰子さん（下関）
遼 一 く　ん（６歳）

と お い

写真は、お兄ちゃん、お姉ちゃんと大好きな「四季島」（電車）と一緒のとおいです

平

田

詩
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︵
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沢
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　今月は、関川中学校野球部の石田遼空さん（２年・下関・右）と大沼

颯仁さん（２年・上関・左）を紹介します！

キラリ
輝く☆せきかわっ子たちキラリ
輝く☆せきかわっ子たち

　お姉さんが野球をやっていたことをきっか

けに小学校１年生から野球を始めたという遼

空さん。お兄さんが野球をやっていたため中

学１年生から野球を始めたという颯仁さん。

現在関川中学校の野球部員は、３名（２年生２

名、１年生１名）ですが、村上市の荒川中学校

と胎内市の乙中学校と合同チームを組み、試

合に出場しているとのことです。このたび新発田市内で行われた大会では、チ

ームに貢献し優勝をつかみ取ったとのことです。２人は次の大会に向けて、練

習に励んでいました。

り く

はると

顧問の新井田先生から遼空さんと
颯仁さんへ

　１年生のころは控えめでどこか遠慮したと
ころのある２人でしたが、３年生引退後、自
分たちが最高学年となるとその雰囲気は一変
しました。声も出るようになり、自信をもっ
たプレイで後輩の見本にもなっています。
　遼空さんは、持ち前の運動能力でプレイを
引っ張り、颯仁さんはどんどん実力を付け活
躍しています。これからがとても楽しみです。
期待しています。

vol.127

遼空さん

・肩が強く、球が速い
　ピッチャー

・足も速い

颯仁さん

・ムードメーカー

・飲み込みが早い

部員からみた
　　　　二人は？

下越大会優勝を

　目指します！下越大会優勝を

　目指します！


